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１ スクール・ミッション、スクール・ポリシーについて 

 (1) スクール・ミッション策定・公表スケジュール 

  令和３年 12月末まで 校長（案）を県教育委員会に提出 

  令和４年３月末まで 校長（案）を踏まえ県教育委員会が策定・公表 

 

 (2) スクール・ポリシー策定・公表スケジュール 

  令和４年度中に校長が策定・公表 

   ※１ スクール・ミッションを踏まえて策定 

   ※２ 各学校において令和４年度入学生の教育課程を編成する際に、育成を目 

     指す資質・能力（グラデュエーション・ポリシーにつながるもの）も作成 

     し、教育課程表とともに県教育委員会に提出することとした。 

 

 (3) 課題等 

  ○ 今後、再編整備計画の対象校になっている学校について、スクール・ミッシ 

   ョン、スクール・ポリシーの策定・公表の時期については個別に検討中である。 

  ○ 所在地の自治体（市町）との連携・協力体制作りについては、学校による取 

   組の差がある。 

 

 

２ 高等学校の特色化・魅力化に向けた取組について 

(1) 普通科における特色あるコースの開設 

  ○ 探究コース、地域創生コース、等 

 

(2) 小規模校（１学級当たり１クラスの学校）による取組 

  ○ 学校が所在する市町と学校等で構成する「学校魅力化に係る地域連携協議 

   会（仮称）」を設置し、魅力化策に取組む。 

   （対象：分校を含む６校、期間：令和２～４年度の３年間） 

  ○ 県外からの志願者募集の取組。 

 

(3) 各種研究開発校指定校の取組 

  ○ スーパーサイエンスハイスクール（４校） 

    東桜学館中学・高校、米沢興譲館高校、鶴岡南高校、酒田東高校 

  ○ 地域との協働による高等学校教育改革推進事業 

    山形東高校、新庄北高校、小国高校 

  ○ 教育課程研究指定校事業 

    酒田光陵高校（専門「情報」）  


